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　　そもそもこの森びとプロジェクトとは、丹沢大山のナラ枯れを防いで再生しようという試みである。多くの人々がナラは害虫によって枯れていると唱えている中、自分たちは確かに最終的に害虫によって枯れていることは間違いないと思うが、その問題の源は木が弱ってしまっていて害虫が入り込みやすくなっているのではないかと思い、その原因が酸性雨による土壌の劣化にあるのではないかと考えた。そこで土壌改良のために炭をまく計画を立てたのである。今回はそのために現場を視察しサンプリングを行ってきました。


・感想
　　最初、横浜から車で一時間強走るとあんなに自然に恵まれた場所にいけることができることに驚きました。山に登るだけで相当きつくて調査やサンプリングに力を注ぐ余裕はあまりなかったことは大変申し訳なく思っています。ただ沢は水が飲めるくらいきれいで、自分たちにとってはうっとうしい存在であった虫が多くいたことは何より自然の豊かさの象徴だと思います。その自然が壊されつつある状況を目の当たりにしました。山の中程までは特に目立って枯れている木も見当たりませんでしたが頂上に近づくにつれて目を覆いたくなるような惨状が出てきました。葉一つなく枯れてしまった木もあれば、腐って倒れてしまった木、害虫が入り込み穴だらけの木などがありました。とても自然界では起こりえないような状況であり、人為的なものだと感じました。でもなぜ頂上付近で目立ったのだろうか。気候的に山の頂上の方向に風が吹いていて酸性雨の原因となる物質が多く運ばれているのだろうか。山は単純に考えて三角形だから頂上付近の方が酸性雨が分散されずに木への影響が大きいのだろうか。なんらかの被害を受けている木には隣の木との間隔が広い、あるいはある程度の大きさまで成長している、根が地表に出てきているといった特徴が見られた。自然界の生存競争に負けるものと言えば、周りに木が生い茂っていてライバルが多いからだと考えるのが普通だろう。そう考えると、前述した隣の木との間隔が広いという特徴は矛盾する。このように惨状を目の当たりにして様々な疑問点が生まれました。


・今後の課題と問題点
　　今回のサンプリングの結果次第で今後の対応は変わってくる。今回確かにサンプリングは行ったが、まだまだ事前調査が不足していることは明らかである。丹沢大山の気候、標高とナラの生育の関係、ナラの害虫の生態など挙げだしたらキリがない。また、実際炭をまくことになったとしても解決すべき問題は多い。炭はコストがかかってしまうし、頂上付近まで歩いて四時間～五時間かかるし、そこに炭を持って登るということになるとさらに時間と人手が必要であろう。効果があるかどうか見極めるためには定期的に現場に訪れる必要があり、何年という単位でのスパンも必要である。また炭をまくとは言っても、どのような炭をどのくらいどのあたりにまけば一番効果があるのかも全くわからない状況である。炭の種類によって効果に差はあるのだろうか。木のすぐ根本に炭をまくべきなのだろうか。それとも根の先端の部分に炭をまくべきなのだろうか。こういった問題を一歩一歩解決して地道にやっていく方法もあると思うが、とりあえずやれる範囲で炭をまいて様子を見てそこから一歩一歩進めていく方法もあると思う。自分的には後者がいいのではないかと思う。自然は待ってくれないしそんなに時間に余裕はないのだから。なんにせよ少しずつでも前進していかなければならない。もしこの丹沢大山で成果が出た場合は他の場所に応用していきたい。もちろん条件が違ってくるので全く同じ方法でうまくいくとは限らないので、別の場所に応用する場合は事前調査を丁寧かつ速やかにやる必要があると思います。
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